
作 品 集

●募集期間　令和４年10月3日（月）～12月7日（火）

●募集部門
日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真

●出展者資格
県内に在住する昭和39年４月１日以前に生まれたアマチュアの方

●出展料　2,000円●出展料　2,000円
但し、社会福祉法人茨城県社会福祉協議会茨城わくわくセンター
事業推進サポーター（個人サポーター）は無料

●申込方法●申込方法
出展希望者は、「出展申込票」、書の部は「釈文」を必要事項記入
のうえ、作品に添えて応募してください。

「わくわく美術展」入選作品の展示。
「ぼく☆わたしのおじいちゃん☆おばあちゃんの絵コンクール」優秀作品の展示。

 2月25日（土）に、ザ・ヒロサワ・シティ会館小ホールにおいて、「わくわく美術展」
「ぼく☆わたしのおじいちゃん☆おばあちゃんの絵コンクール」の表彰式を開催。表彰式終了後、

わくわく美術展作品展示会場において、審査員によるギャラリートークを開催。
（※感染症拡大の影響により、直前に内容の変更が生じる場合もあることをあらかじめご了承ください。）

作品募集

ザ・ヒロサワ・シティ会館 美術展示室
水戸市千波町東久保697  TEL 029ー241ー1166

午前９時30分から午後４時まで（最終日は正午まで）

令和５年2月25日（土）～3月2日（木）

主催／茨城県　社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会
後援／茨城県議会、茨城県教育委員会、社会福祉法人 茨城県社会福祉事業団、公益財団法人 いばらき文化振興財団、公益財団法人 茨城県老人クラブ連合会

問い合わせ先 社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会（茨城わくわくセンター）「わくわく美術展係」
〒310-8586 水戸市千波町1918　セキショウ・ウェルビーイング福祉会館 ３階
※セキショウ・ウェルビーイング福祉会館は茨城県総合福祉会館の通称です。

HP http://www.ibaraki-welfare.or.jp/
TEL 029-243-8989　FAX 029-244-4652
Mail wakuwaku２@ibaraki-welfare.or.jp
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茨城県知事賞

茨城県議会議長賞

「草苑（そうえん）」　深作　裕子　笠間市

「白曜」　大月　弘子　笠間市

茨城県知事賞

茨城県教育委員会教育長賞

「アイリスに魅せられて」　川又　多恵子　水戸市

「ひと時」　林　加代子　土浦市

日本画の部　入賞作品
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茨城県福祉部長賞
「花日の散歩」　嘉山　志津子　鹿嶋市

いばらき文化振興財団理事長賞
「ひととき」　内田　美明　龍ケ崎市

茨城県老人クラブ連合会会長賞
「霧幻峡」　小泉　カツ子　東海村

茨城県社会福祉協議会会長賞
「花の下　君を待つ」　五十嵐　弓子　石岡市



4

　日本画は根気と時間を要し、この様な時代にも情熱を継続出来るかが大切だと思います。
県知事賞「アイリスに魅せられて」、希望を花言葉とするこの花の力強さを一筆一筆に感じます。 
県知事賞「草苑」、朴訥ながら整理された表現の中に誠実を感じ、心を重ねた様な厚みがあります。

県議会議長賞「白曜」、端正な背景によく練られた松葉の構成と配色が映えています。県教育委員会教育長賞「ひ
と時」安定感のある構図と優しい色調に癒されます。県福祉部長賞「花日の散歩」、描きどころの多い難しい題材
ながら良く纏めています。いばらき文化振興財団理事長賞「ひととき」、箔を使った表現に工夫があり、人物の手
が良く描けています。県老人クラブ連合会会長賞「霧幻峡」、墨の持つ表情の無限性に委ねた事で独特の空気感。
県社会福祉協議会会長賞「花の下　君を待つ」、足を止めて私を見て！と猫が語りかけてきます。
　受賞外にも面白い構成や大胆なテーマにチャレンジした作品があり、今後の更なる精進に期待しています。

総評

特別賞
「絆」　阿部　政雄　鹿嶋市

佳　作 佳　作
「従姉妹」　北島　清子　結城市 「渓流」　賀来　京子　ひたちなか市
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茨城県知事賞 茨城県知事賞
「散歩にて」　高田　由美子　ひたちなか市 「 物・篭」　登内　芳子　笠間市

洋画の部　入賞作品

茨城県議会議長賞 茨城県教育委員会教育長賞
「冷たい火花」　小出　智惠子　小美玉市 「涸沼川のしじみ漁」　金沢　光雄　大洗町
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茨城県福祉部長賞 いばらき文化振興財団理事長賞
「休日のピエロ」　野内　益代　常陸太田市 「気根～いのち輝く～」　小熊　俊子　水戸市

茨城県老人クラブ連合会会長賞 茨城県社会福祉協議会会長賞
「つがい鳥」　武田　典子　日立市 「時

と き

刻が過ぎて」　野村　透　結城市
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佳　作
「製鉄所」　加賀谷　了　常陸太田市

佳　作
「里の山々をあおいで」　豊田　順之　北茨城市

佳　作
「横川の下滝」　大内　誠二　水戸市

佳　作
「窓ぎわのふくろう」　大谷　恵子　桜川市
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　コロナ禍の中にあってか、例年に比べ作品点数が減少にあるが、やむを得ないことと思うと同時に、
懸命に画布に対しし、描き込んだ出品者の皆様に敬意を表す次第であります。
　風景画の作品が多くありましたが良く描き込まれています。その中でも作家のオリジナリティーを感

じる作品や、自己表現とストーリー性を感じる作品、配色（色使い）の良い作品が受賞されました。
　県知事賞の高田由美子さん「散歩にて」は構成力、色使いが大変良くポイントに猫を配置し、好感を持てる作
品でした。同じく県知事賞の登内芳子さん「 物・篭」はパステル画で巧みに質感を表現している所に好感を持
ちました。惜しくも受賞されなかった作品も秀作が多くみられました。創造、発想的なものが増えれば更に良い作
品になることと期待します。

総評

特別賞
「湖畔のオランダ型風車」　梁田　昭　土浦市

佳　作 佳　作
「野辺を行く」　仲松　章　境町 「窓辺」　濱本　きみ子　石岡市
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　応募された作品数は昨年に比べて減少しましたが、個々の作品については個性的であり出品者それ
ぞれの思いが込められ、粘り強く制作したことが伝わってきて好感が持てました。しかし、素材を扱
う技術に優れていても造形性が弱かったり、様式的な表現に陥ってしまったことで、いま一歩のところ

で受賞には至らなかった作品があったことが残念に思いました。
　知事賞に輝いた間宮稀望氏の作品「マルゲビチウス・アルビナス先生　私の恩師」は、西欧人の恩師をモデル
として作った像であると思われます。モデルの特徴をよくとらえて表現し、その人の内面性まで捉え、見る人の心に
迫ってくるものがありました。その造形は量感があり、面の意識も強く持って制作しているので、存在感のある胸
像となっています。
　彫刻は時間がかかる芸術であると考えます。そして、年齢を経てから輝きだすものだと思いますので、これから
も健康で新しい作品を生み出されることを期待しております。

茨城県知事賞
「マルゲビチウス・アルビナス先生　私の恩師」　

間宮　稀望　常陸大宮市

総評

彫刻の部　入賞作品
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工芸の部　入賞作品

茨城県知事賞
「布のみにて表現（紅葉）」　雨貝　洋子　つくば市

茨城県議会議長賞 茨城県教育委員会教育長賞
「晩秋」　稲葉　光江　つくば市 「御射鹿池」　梅澤　三惠子　常総市

茨城県知事賞
「編み込み（陶の笊）」　吉澤　鬼子光　那珂市
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「大国天」　堀口　敏廣　石岡市

「炎華」　平野　悦子　ひたちなか市

「ファンタジー」　佐藤　光代　東海村

「山頂の雪解け」　大島　昇　下妻市

茨城県福祉部長賞 いばらき文化振興財団理事長賞

茨城県老人クラブ連合会会長賞 茨城県社会福祉協議会会長賞



12

　本年の応募総数は 92 点でした。コロナ禍による出品点数の減少が心配されましたが、昨年度より
14 点増となりました。工芸は多種多様であり、その中から受賞作を決めることは大変むずかしいこと
ですが、厳正な審査の結果、12 点が各賞に決まりました。

　県知事賞に選ばれた雨貝　洋子さんの「布のみにて表現（紅葉）」は細い布をひとつひとつ丁寧に貼り付けた作
品で、色鮮やかな紅葉風景と白い滝が臨場感あふれる作品です。同知事賞　吉澤　鬼子光さんの「編み込み（陶
の笊））は色土を紐作りしてから、編み上げた手間の掛かる熟練された完成度の高い作品です。他の受賞作も素
材を生かした存在感のある作品でした。出品者の皆様が長期間作品に向き合い工芸を生活の中で楽しまれ、心
豊かに過されたことを感じました。これからも皆様の情熱に期待したいと思います。

総評

「伸びゆく、未来へ」　雨海　利行　水戸市

「五十鈴」　長野　昭一　鹿嶋市

「夜梅」　中嶋　ひろ（糸かけ師　伯）　ひたちなか市

「百合の花」　藤咲　ツマ子　ひたちなか市

佳　作 佳　作

佳　作 特別賞
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茨城県知事賞
「李太白詩」　檜山　青径　那珂市

茨城県知事賞
「春懐示鄰里」

礒﨑　冬華　ひたちなか市

書の部　入賞作品

茨城県議会議長賞
「近作二顆」　冨永　典明　水戸市

茨城県教育委員会
教育長賞

「李白詩」
海野　洋紅　日立市
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茨城県老人クラブ
連合会会長賞

「永寧南原秋望」
秋山　良三　那珂市

いばらき文化振興財団
理事長賞

「好文齋先生詩五浦秋夕」
石川　寿　水戸市

茨城県福祉部長賞
「漫興」

今関　翠心　日立市
茨城県社会福祉協議会会長

「天地」
田中　淳　かすみがうら市



15

　今年もコロナ禍でありながら昨年と同様の出品がありました。古典に基づいた練度の高い作品が
多く見られ出品された皆さんの作品に対する情熱が感じられます。県知事賞の檜山　青径さんの作
品は、横もの行草体を単体で書きあげた気韻生動の作であります。同じく県知事賞の礒﨑　冬華さ

んは、三行の行草体を力強くそして格調の高い風雅な作品に見事に書き上げました。県議会議長賞の冨永　典
明さんの篆刻作品は朱白ともに堂 と々した風格のある力作でありました。その他の入賞作品も日頃さまざまな展
覧会で研鑽を重ねた実力の見える秀作ばかりでした。全体においては楷行草隷かな篆刻刻字と、さまざまな出
品者の個性あふれる作品が見られ、お一人お一人が作品に対して努力する姿が見えました。今後も楽しみなが
ら素晴らしい作品を出品して頂くことを願っております。

総評

特別賞佳　作
「白梅」

高橋　時子　ひたちなか市
「曹全碑臨書（百文字）」

野村　貞子　下妻市

佳　作
「日々是感謝」　谷口　成史　潮来市
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茨城県議会議長賞

茨城県知事賞

茨城県教育委員会教育長賞
「夕暮れの爺と僕」　佐藤　輝夫　常陸太田市

「思い出の学舎」　小堀　博　水戸市

「秋の陽ざし」　黒澤　芳枝　東海村

写真の部　入賞作品

茨城県知事賞
「いつも仲良く」　野上　次男　常陸太田市
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茨城県老人クラブ連合会会長賞 茨城県社会福祉協議会会長賞
「次世代へつなぐ」　小室　博彦　常陸太田市 「祭りの記憶」　小川　明子　高萩市

茨城県福祉部長賞 いばらき文化振興財団理事長賞
「歴史館にピカソ」　鈴木　俊　ひたちなか市 「朝霧」　大沢　孝子　高萩市
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佳　作
「朝光をあびて」

小野　惠子　北茨城市

佳　作
「谷川岳カラフルに」
高杉　則子　東海村

佳　作
「過去への回想」

石塚　恵子　日立市

佳　作
「朝もやのなかで」

会田　孝志　小美玉市
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総評 　コロナ禍のため、外出する機会が減っていますが、今回も沢山の応募があり、皆さんがそれぞれに
写真撮影を楽しんでいる様子がうかがえます。
　審査に当たっては、単にきれいに写っただけではなく、撮影者の想いや訴えがより強く感じられる作

品、独自の視点で表現している作品から入賞を選びました。
　知事賞は、どちらも花風景の中に人物を小さめに配した作品で、季節感があり人の動きから様 な々想いが強く読
み取れる作品となっています。
　「いつも仲良く」は、ひまわり畑へ来た老夫婦（親子？）の手の動きから家族愛と絆が読み取れます。
　「思い出の学舎」は、満開の桜と昔懐かしい木造校舎が郷愁を呼び、その様子を撮影しようとする人の想いが
感じ取れます。
　惜しくも紙一重で入賞を逃した作品も多数ありますが、その中に、過度な色彩強調や雑なパネル仕上げの作品
があったのは残念です。
　今後も「写真」を通して生きがいと健康づくりに努められ、次回も素晴らしい作品を応募されるよう期待しております。

特別賞
「晩秋の西念寺」

岩間　幸子　水戸市

佳　作
「春うらら」

小林　一男　石岡市
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第27回わくわく美術展入選者

入賞者一覧
〈茨城県知事賞〉
アイリスに魅せられて 川又　多恵子 水戸市
草苑（そうえん） 深作　裕子 笠間市
〈茨城県議会議長賞〉
白曜 大月　弘子 笠間市
〈茨城県教育委員会教育長賞〉
ひと時 林　加代子 土浦市
〈茨城県福祉部長賞〉
花日の散歩 嘉山　志津子 鹿嶋市
〈いばらき文化振興財団理事長賞〉
ひととき 内田　美明 龍ケ崎市
〈茨城県老人クラブ連合会会長賞〉
霧幻峡 小泉　カツ子 東海村
〈茨城県社会福祉協議会会長賞〉
花の下　君を待つ 五十嵐　弓子 石岡市
〈佳　作〉
渓流 賀来　京子 ひたちなか市
従姉妹 北島　清子 結城市
〈特別賞〉
絆 阿部　政雄 鹿嶋市

入選者一覧
橋のある風景 池羽　勝代 筑西市
鶏頭 糸賀　静江 常総市
クレマチスの花に囲まれて 伊野　晴子 小美玉市
瀑声 猪瀬　修一 下妻市
夏のある日 今井　きみ 小美玉市
松 海野　武夫 水戸市
雪化粧 大町　静香 潮来市
抱子（ほうし） 菊地原　隆芳 行方市
僕の未来 坂野　みやぎ 取手市
帰漁暮雪 佐々木　研二 ひたちなか市
霧韻 澤幡　和美 水戸市
夕焼けの筑波 瀬尾　勝 つくば市
穫ったよ！ 曽我部　猛 守谷市
東福寺の秋 高橋　忠成 古河市
波 中嶌　照夫 龍ケ崎市
不動明王 中野　範子 石岡市
想い 中原　悦子 小美玉市
薄暮の刻 野村　修 取手市
バラが咲いた 橋本　京子 小美玉市
梅花 英　秋子 筑西市
筑波の山並 平塚　勇治 下妻市
紅蜀葵 藤岡　洋子 小美玉市
春まじか 前田　知代 ひたちなか市
車窓より（ニュージーランド）前田　ヒサ子 取手市

山門 益子　昭 ひたちなか市
渓谷の響 松木　勉 ひたちなか市
下館のだるま市 谷貝　照子 筑西市
ぼたん 谷中　信子 筑西市
弥勒菩薩 八巻　紫雲 利根町
種差 山下　宏子 常総市
シマフクロウ 湯田　善八 北茨城市
村上の鮭 吉川　昭子 城里町
やさしい風が 和田　明美 城里町

※五十音順で掲載

日本画の部



21

入賞者一覧
〈茨城県知事賞〉
散歩にて 高田　由美子 ひたちなか市

物・篭 登内　芳子 笠間市
〈茨城県議会議長賞〉
冷たい火花 小出　智惠子 小美玉市
〈茨城県教育委員会教育長賞〉
涸沼川のしじみ漁 金沢　光雄 大洗町
〈茨城県福祉部長賞〉
休日のピエロ 野内　益代 常陸太田市
〈いばらき文化振興財団理事長賞〉
気根～いのち輝く～ 小熊　俊子 水戸市
〈茨城県老人クラブ連合会会長賞〉
つがい鳥 武田　典子 日立市
〈茨城県社会福祉協議会会長賞〉
時
と き

刻が過ぎて 野村　透 結城市
〈佳　作〉
横川の下滝 大内　誠二 水戸市
窓ぎわのふくろう 大谷　恵子 桜川市
製鉄所 加賀谷　了 常陸太田市
里の山々をあおいで 豊田　順之 北茨城市
野辺を行く 仲松　章 境町
窓辺 濱本　きみ子 石岡市
〈特別賞〉
湖畔のオランダ型風車 梁田　昭 土浦市

入選者一覧
余韻 相原　弘子 鹿嶋市
窓辺のトルソー 青木　乙子 水戸市
松虫寺の古木 青沼　文昭 龍ケ崎市
秋の厳美渓 秋葉　和子 つくばみらい市
樹齢 300 年 浅井　宏祐 笠間市
祇王寺の庭園 安達　光子 桜川市
清流 阿部　智子 茨城町
観光バスの溜まる街 新井　美雄 取手市
古代への想い 有木　文子 潮来市
想い 飯島　洋子 水戸市
奥久慈初冬 石井　邦朋 大子町
花園神社 板山　里昭 結城市
気まま旅へ 入澤　美穂 石岡市
ペンギン 岩本　紀子 桜川市
ブルージュの旅にて 内田　悦子 水戸市
春を待つカラマツ 内田　昌弘 東海村
収穫の秋 内山　常夫 取手市
母のミシン 海野　隆 日立市
深閑な時間 大川　千五子 鹿嶋市
富士山 大久保　牧夫 水戸市
晩秋の上高地 大嶋　静 古河市
カラマツの林 大塚　晶子 桜川市
カブがたくさん 大山　あい子 ひたちなか市

滑らないで 岡野　隆男 土浦市
穏やかな日 長内　瑠璃子 東海村
湯治場の朝 小田倉　秀二 ひたちなか市
筑波山盛夏 小原　ミサヲ 土浦市
爽秋飯豊連峰 加来　康一 水戸市
お花見は楽しいな。 筧田　明子 阿見町
ひこばえ田んぼ 片柳　勝代 大子町
晩秋の田園 勝永　崇子 ひたちなか市
朱い屋根の学校 勝沼　正江 筑西市
春を待つ 鴨志田　彰 常陸太田市
登り窯（メッセ益子） 川那子　昌三 桜川市
白菜 木村　文子 常総市
記念日の花 葛迫　直子 ひたちなか市
切株 熊谷　千代子 取手市
共生Ⅱ 倉持　正弘 坂東市
野木神社（アライグマの住む大けやき）栗原　和夫 坂東市
光へ続く道 兒玉　博子 水戸市

「羽黒山」 後藤　幸蔵 筑西市
生命（春） 後藤　幸子 常陸太田市
廃屋 小林　敬子 那珂市
先島諸島の海Ⅱ 小林　憲幸 那珂市
晴天 小松崎　勝子 取手市
いっしょだね！ 小松﨑　時子 水戸市
初秋の休日　水彩 五来　十三江 常陸太田市
立山連峰（富山市クレハ山公園）齋　英蔵 ひたちなか市
巡礼の小路（南フランス） 齋藤　奎二 ひたちなか市
真岡鉄道 齋藤　登貴子 筑西市
咆哮霹靂の滝から桜沢へ 坂井　満里 取手市
マテーラに魅せられて 櫻井　惠美代 土浦市
つくる 佐々木　良彦 ひたちなか市
ゲイランゲル・フィヨルドの波止場（ノルウェー） 佐竹　功三 ひたちなか市
丘の上のユーカリ 佐藤　祐子 ひたちなか市
春を待つ 佐藤　良一 常陸大宮市
バラ香る公園 篠﨑　しつ子 筑西市
善と悪 清水　忠義 牛久市
水門 清水　廣実 筑西市
女の横顔 須藤　俊夫 筑西市
賑賑しく 諏訪　正子 坂東市
回想 関根　よし 大洗町
トスカーナの丘 関山　紘一 土浦市
厳冬 髙瀬　三木雄 大子町
二人 髙野　明美 石岡市
山笑ふ 瀧ヶ﨑　正彦 水戸市
石仏 立川　益信 境町
秋の粟野 舘野　春男 北茨城市
長く厳しい冬が来る 田中　秀穂 那珂市
共生 千葉　千惠子 かすみがうら市
踊り子（タイ民俗） 塚田　勝雄 筑西市
想う 堤　利明 つくば市
入港 手面　克己 筑西市
エビネラン 寺田　央代 取手市
ひととき 徳永　裕子 ひたちなか市

洋画の部
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ヒマラヤスギ 富依　壽枝 水戸市
森の古木 中山　波江 境町
桃の里 永山　よし 潮来市
津波の跡 丹羽　薫 つくば市
くつろぎの刻 野原　みよ子 水戸市
栗 野本　さち子 境町
錦秋奥久慈 萩原　勝 水戸市
燦燦 檜山　和久 水戸市
さくら 廣木　英明 城里町
山里陽春 広瀬　貞雄 取手市
老梅 福永　トミ子 阿見町
雨引観音の境内 藤ヶ崎　澄子 龍ケ崎市
袋田の滝 藤田　貞子 大子町
玉かぎる 舟串　敦夫 土浦市
ハワイにて 古澤　重雄 常総市
あじさい 堀江　有子 常陸大宮市
山里 堀江　好男 常陸大宮市
春待つ山麓 堀川　睦子 ひたちなか市
安曇野の朝 堀込　洋一 取手市
黄昏 松本　光子 那珂市
那須高原 松本　芳枝 ひたちなか市
北浦の風景 眞中　ミヨ 鹿嶋市
北条大池逆さ筑波嶺 溝口　博史 取手市
いちょうと杜 宮内　三男 行方市
秋桜 宮本　静子 常陸太田市
シチリア旅情 屋代　榮二 水戸市
生命 谷田部　さわ子 大子町
沓掛峠の春 野内　恵子 大子町
焚火 A 山口　透 笠間市
ひと時 山口　百合子 常総市
筑波嶺の春 山崎　榮次 牛久市
想う 山崎　克一 常陸太田市
卓上静物 山崎　三鈴 常陸太田市
想Ⅱ 山田　律子 水戸市
赤城山 山津　真理子 日立市
煌めく径 横須賀　裕子 潮来市
妻 吉田　敬 境町
彩どり 吉田　真智子 龍ケ崎市
秋色 吉田　美代子 阿見町
信濃の春 渡辺　幸作 城里町
手賀沼の夕焼 綿貫　勇夫 取手市

入賞者一覧
〈茨城県知事賞〉

マルゲビチウス・アルビナス先生　私の恩師 間宮　稀望 常陸大宮市
入選者一覧
筑波山、と、花台。 漆原　傳 水戸市
アフリカ女の刺青面 西　襄 牛久市
ヴィーナスに託した木目の美 宮内　宰 かすみがうら市

彫刻の部
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入賞者一覧
〈茨城県知事賞〉
布のみにて表現（紅葉） 雨貝　洋子 つくば市
編み込み（陶の笊） 吉澤　鬼子光 那珂市
〈茨城県議会議長賞〉
晩秋 稲葉　光江 つくば市
〈茨城県教育委員会教育長賞〉
御射鹿池 梅澤　三惠子 常総市
〈茨城県福祉部長賞〉
大国天 堀口　敏廣 石岡市
〈いばらき文化振興財団理事長賞〉
ファンタジー 佐藤　光代 東海村
〈茨城県老人クラブ連合会会長賞〉
炎華 平野　悦子 ひたちなか市
〈茨城県社会福祉協議会会長賞〉
山頂の雪解け 大島　昇 下妻市
〈佳　作〉
伸びゆく、未来へ 雨海　利行 水戸市
夜梅 中嶋　ひろ（糸かけ師　伯）ひたちなか市
五十鈴 長野　昭一 鹿嶋市
〈特別賞〉
百合の花 藤咲　ツマ子 ひたちなか市

入選者一覧
錦秋 相川　敏範 土浦市
灰釉花瓶 秋葉　貞夫 水戸市
ポーズ 圷　道和 水戸市
夜明け前 生雲　恭子 阿見町
獅子頭木彫り（１尺） 磯山　孝一 石岡市
尚武 板倉　とし子 取手市
金剛力士面（阿形） 一色　干城 土浦市
獅子頭 井野場　和郎 行方市
焦がし浮世絵瓢箪 岩田　栄 阿見町
汽水竿（若狭塗風・卵殻蒔絵）宇佐美　言行 日立市
鋭い眼差し 梅澤　隆 常総市

「祈り」皆が笑顔に… 大久保　輝子 水戸市
黒泥塗模様花器 大久保　等 鹿嶋市
総塗手長海老竿 太田　久夫 水戸市
墨流し組鉢 大友　光男 ひたちなか市
陶板「我唯足知」 大和田　裕知 笠間市
行灯 岡野　恵 取手市
自然釉中鉢 小澤　久男 取手市
幻想 Jomon の空（そら） 小野村　佳夫 土浦市
爽晴 織笠　洋子 東海村
龍体フトマニ図　 鴨志田　加代子 常陸太田市
糸 茅場　薫 小美玉市
花器 菊田　圭二 土浦市
初春 木村　敏子 阿見町
獅子頭 久保田　薫 土浦市
石鯛竿 久保田　仁一 ひたちなか市

窓辺の花 窪田　光子 東海村
狐面 来栖　隆一 かすみがうら市
きらめく光の中で 黒澤　知慧美 水戸市
満月の龍 小口　龍光 常陸大宮市
妖精の森 小松　君子 日立市
透彫花器 児山　博 鹿嶋市
反り茅負（職人の技） 西連地　みどり ひたちなか市
はな 酒入　三世子 取手市
花器　「竹取り」 坂谷内　悟 取手市
へら竿（12尺合節４枚併せ穂）佐川　茂 那珂市
駅頭 佐川　正澄 ひたちなか市
龍体フトマニ図　寶

たから

の山 佐藤　栄子 日立市
ひょうたん七福宝の船 澤畠　臣 常陸太田市
秋の小径 柴崎　文子 阿見町
深海の怪 下田　徳行 ひたちなか市
愛犬と花束 菅野　政子 日立市
元気でおしゃれ 鈴木　和子 つくば市
ふわりふわりと 鈴木　泰子 北茨城市
獅子頭（西色） 砂山　好弘 土浦市
虹のマンダラ 関　せつ子 ひたちなか市
三段重 宗田　由紀子 水戸市
梅花籠楽焼 玉野　美智子 つくば市
水汲み 田村　誠司 ひたちなか市
獅子頭 千葉　修 土浦市
写刻「古籀百壽」 手賀　昌之 龍ケ崎市
幻夢想 冨山　明峰 常陸大宮市
らっきょう竹沙

は ぜ

魚竿 中井　靖夫 ひたちなか市
織部釉鎬花器 中澤　壯吉 土浦市
晩秋 仲屋　しげみ 取手市
花器 西村　百合子 鹿嶋市
能面　子牛尉 羽成　孝雄 土浦市
小鮒竿（八寸切７本継３本仕舞）檜山　敏昭 常陸太田市
紫陽花の蓋物 深井　千磋子 取手市
灰釉花入れ 福田　正実 鹿嶋市
カラフルな円 藤岡　輝美 ひたちなか市
笑いⅡ 藤原　秀典 境町
華やぐ椿 藤原　敏子 阿見町
活火山 保科　衛 水戸市
昔を想ふかたち 増子　旭 水戸市
獅子頭（権九郎） 益子　隆 土浦市
報仏寺の垂れ桜 益子　威男 水戸市

「ワインレッドのこころ」 水口　輝喜 稲敷市
海辺 峯岸　鞆子 城里町
忍冬文羅織 宮田　光 土浦市
僕の番だ 宮田　満里子 水戸市
四季とたわむれるうさぎ 村上　則子 阿見町
人形（キャサリン） 村田　行広 茨城町
彩 柳井　勝夫 ひたちなか市
朴拭漆椀 柳橋　清治 城里町
思い出の森 山口　文子 取手市
高原の夏 山本　せい子 下妻市
妖精 吉田　谷栄美 取手市

工芸の部
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石橋と紅葉 米山　よし子 常総市
とうてつ紋祭器 渡辺　和紘 土浦市

入賞者一覧
〈茨城県知事賞〉
春懐示鄰里 礒﨑　冬華 ひたちなか市
李太白詩 檜山　青径 那珂市
〈茨城県議会議長賞〉
近作二顆 冨永　典明 水戸市
〈茨城県教育委員会教育長賞〉
李白詩 海野　洋紅 日立市
〈茨城県福祉部長賞〉
漫興 今関　翠心 日立市
〈いばらき文化振興財団理事長賞〉
好文齋先生詩五浦秋夕 石川　寿 水戸市
〈茨城県老人クラブ連合会会長賞〉
永寧南原秋望 秋山　良三 那珂市
〈茨城県社会福祉協議会会長賞〉
天地 田中　淳 かすみがうら市
〈佳　作〉
日々是感謝 谷口　成史 潮来市
曹全碑臨書（百文字） 野村　貞子 下妻市
〈特別賞〉
白梅 高橋　時子 ひたちなか市

入選者一覧
隷書八分　唐、王涯、游春曲二首 阿内　桂石 笠間市
邂逅 石　正治 高萩市
延年益寿 石神　俊男 行方市
千江の月 江野　仁基 取手市
碧雲淡日 榎本　芙美子 取手市
春眠暁を覚えず 近江谷　桂二 取手市
鞏路感懐（唐・呂温作の詩） 大曽根　紀雄 水戸市
春夕（詩人名：崔塗） 大高　雪山 ひたちなか市
李嶠詩 大山　春道 下妻市
唐、杜牧　山行 岡野　よし江 取手市
張継詩　楓橋夜泊 尾﨑　晴夫 龍ケ崎市
送別（王維詩） 加藤　和夫 取手市
釣翁 鴨志田　絖桃 ひたちなか市
悼亡 河合　映泉 日立市
千峯鳥路 久保田　しづ 取手市
南湖 後藤　祥燕 水戸市
張瑞圖臨書 斉藤　登志子 下妻市
小倉百人一首 佐藤　重晴 守谷市
劉禹錫の詩 塩野　輝子 日立市
孔子廟堂碑（臨） 鈴木　早苗 笠間市
寒椿 鈴木　美子 ひたちなか市
送春 世田　柏葉 水戸市
塞下曲 髙野　紅洋 ひたちなか市
唐詩　二句 田山　興誠 水戸市
南游 坪内　秀紅 ひたちなか市
燕　燕 中川　幸子 ひたちなか市
北魏 仲田　数喜 取手市

書の部
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秘すれば花なり 秘せずば花なるべからず 中田　美和子 土浦市
清夜の吟 長塚　久江 取手市
王維詩 夏井　三枝子 北茨城市
春風致和 西丸　周次郎 高萩市
無想 二瓶　完治 高萩市
李白詩 沼田　陽子 日立市
有餘不盡　帰家穏坐 野上　芳泉 那珂市
則陽 真船　幸雄 取手市
出山（山を出づ）元好問の詩 丸谷　修司 那珂市
宋景蕭詩 村上　泰明 那珂市

入賞者一覧
〈茨城県知事賞〉
思い出の学舎 小堀　博 水戸市
いつも仲良く 野上　次男 常陸太田市
〈茨城県議会議長賞〉
夕暮れの爺と僕 佐藤　輝夫 常陸太田市
〈茨城県教育委員会教育長賞〉
秋の陽ざし 黒澤　芳枝 東海村
〈茨城県福祉部長賞〉
歴史館にピカソ 鈴木　俊 ひたちなか市
〈いばらき文化振興財団理事長賞〉
朝霧 大沢　孝子 高萩市
〈茨城県老人クラブ連合会会長賞〉
次世代へつなぐ 小室　博彦 常陸太田市
〈茨城県社会福祉協議会会長賞〉
祭りの記憶 小川　明子 高萩市
〈佳　作〉
朝もやのなかで 会田　孝志 小美玉市
過去への回想 石塚　恵子 日立市
朝光をあびて 小野　惠子 北茨城市
春うらら 小林　一男 石岡市
谷川岳カラフルに 高杉　則子 東海村
〈特別賞〉
晩秋の西念寺 岩間　幸子 水戸市

入選者一覧
朝日 赤上　恵 笠間市
春の詩 赤間　勝見 潮来市
会話 阿久津　善正 那珂市
太陽がいっぱい！ 浅野　恵美子 かすみがうら市
視 浅野　式頼 かすみがうら市
家族でお花見 安部　滋子 水戸市
クライマックス 阿部　曻一郎 日立市
晩秋 有木　弘信 潮来市
あと少し 飯田　正弘 常陸太田市
どっこいしょ 井沢　隆 水戸市
旗手 石井　清 那珂市
雪に遊ぶ 石川　裕康 水戸市
虎視眈々 石嶋　智雄 結城市
落日 磯山　和子 かすみがうら市
赤いランプ 出沼　広志 行方市
cross 今泉　純子 潮来市
反戦の雄叫び 岩本　順子 水戸市
親鸞ゆかりの地 薄井　いつ子 笠間市
山桜 卜部　秀男 常陸大宮市
家路 大賀　正盛 高萩市
清流に遊ぶ 大堀　利之 東海村
黄金色の大樹 大森　正光 水戸市
ちょっと一息 岡田　政和 ひたちなか市
水あそび 小澤　巸邦 水戸市

写真の部
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コーラス ? 小田嶋　孝八 日立市
高潮 笠原　武士 東海村
やー３年ぶりだなー 加瀬　雅俊 かすみがうら市
春のスキップ 加藤　紀美子 水戸市
春のかおり 金澤　かずえ 日立市
初冬の裏磐梯 鴨志田　弘道 ひたちなか市
外出自粛 鴨志田　美代子 ひたちなか市
収穫 川浪　英靖 鹿嶋市
春雪の日に 河野　秀男 常陸大宮市
雀合戦 久保　盛義 石岡市
スカートも踊る 小石川　力雄 水戸市
千波湖朝景色 小澤　浩 水戸市
元気な花たち 小林　義一 水戸市
翡翠 小林　清 つくば市
白銀の公園 小林　豊帆 水戸市
春のいこい 小林　正和 小美玉市
春雪の一番列車 小林　優 石岡市
返照を行く 小室　悦子 水戸市
日傘 小室　弘行 日立市
大屋台の歓声 斎藤　京寿 高萩市
落葉のささやき 斉藤　キヨ子 かすみがうら市
錦秋の会津 斎藤　美智子 大子町
サイクリングの親娘 佐伯　正克 ひたちなか市
追想 坂本　樹之 高萩市
夢は金メダル 桜井　浩 小美玉市
ダイヤモンド富士 佐々木　佑 水戸市
冬のフェアウェイ 佐藤　秀樹 ひたちなか市
にわか雨 佐藤　征男 水戸市
とどけ　笑顔 座間　秀夫 ひたちなか市
restart 沢畑　好一 鹿嶋市
全員集合 篠原　和夫 高萩市
独演会 柴田　啓藏 高萩市
左右確認 島田　道子 日立市
熱き炎 島田　良治 日立市
一番客 杉山　鈴子 石岡市
岩に可憐な花が咲く 鈴木　宏 日立市
農作業 須田　政雄 日立市
時の過ぎゆくままに 諏訪　優子 ひたちなか市
山里の春 関　和雄 潮来市
一筆入魂 関　俊輔 日立市
ミニかまくら 関　美津子 潮来市
語らい 関根　範子 大洗町
清和 高橋　義泰 筑西市
華 高畠　秀二 那珂市
茶畑を走る 寺島　栄一 土浦市
頂へ 東海林　正作 高萩市
真夏にようこそ 徳田　傑 土浦市
初雪 豊﨑　千枝子 かすみがうら市
漲る闘志 長沼　政則 小美玉市
貫禄十分 中山　健二 水戸市
初夏の風 西田　夏枝 小美玉市
去りゆく秋 西田　博 小美玉市

「追憶に誘われて」 根本　豊 日立市
霧幻峽 野口　トシエ 石岡市
変貌する波 萩庭　隆 常陸太田市
未来を見つめて 萩谷　和子 日立市
未来にわくわく 萩谷　俊明 水戸市
ワー「きれい」 畠山　正 水戸市
風をうけて 初鳥　千代子 かすみがうら市
夏の思い出 早坂　留美子 小美玉市
伸びやかに 坂内　次男 潮来市
人面岩 深谷　幸生 小美玉市
小さな足音 藤井　美代志 かすみがうら市
チビ・カメフォート 藤岡　正見 潮来市
山霧をそめる 堀越　正吾 水戸市
太公望 真家　真理 小美玉市
寄りそって65年 益子　忠一 常陸大宮市
波と遊ぶ 益子　まち子 常陸大宮市
黄色い帽子 松浪　雅人 高萩市
釣行 松葉　修 水戸市
良き日 三村　秋男 ひたちなか市
残照 武藤　正夫 那珂市
ご対面 村山　進 高萩市
高原の風 茂木　節子 小美玉市
朝焼け 門馬　亨 日立市
追憶 山形　薫 日立市
メロディー 山崎　正美 小美玉市
縁側にて 山田　和夫 つくば市
珍客・ベンチ独占 山田　邦夫 常陸太田市
だるま市の午後 和田　浩司 日立市
陸奥浪漫紀行 渡辺　義雄 日立市

第26回茨城県健康福祉祭　いばらきねんりん文化祭
　わくわく美術展　茨城県知事賞受賞者特別出展
〈日本画〉
春宵 荻沼　素雪 小美玉市
霧晴れて 國友　正善 結城市
〈洋画〉
熟成を待つ 鄭　春子 水戸市
希望Ⅱ 田村　洋子 坂東市
〈彫刻〉
K氏 関根　幸雄 常陸太田市
〈工芸〉
白亜の花器 細谷　隆 取手市
沖縄のシーサーあ・うん 伊藤　宣子 阿見町
〈書〉
西津夜泊 小島　香風 下妻市
〈写真〉
笑門来福 林　昭 小美玉市
霧の香 佐藤　武美 高萩市
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第 27 回 茨城県健康福祉祭 いばらきねんりん文化祭

わくわく美術展 審査員名・特別出品題名

石村　雅幸
茨城県美術展覧会委員・審査員

審査員特別出品題名
「生滅遷流」

宮本覚次郎
茨城県美術展覧会委員・審査員

審査員特別出品題名
「晩  秋」

日本画
の部

柳生美知代
茨城県美術展覧会会員・審査員

審査員特別出品題名
「視  線」

横須賀幸正
茨城県美術展覧会会員・審査員

審査員特別出品題名
「わだつみの…」

洋   画
の部

中村　義孝
茨城県美術展覧会委員・審査員

審査員特別出品題名
「ゆ  り」

彫   刻
の部

大貫　　亘
茨城県美術展覧会委員・審査員

審査員特別出品題名
「富士幻影」

安　　博久
茨城県美術展覧会委員・審査員

審査員特別出品題名
「片  隅」

写   真
の部

大橋　素石
茨城県美術展覧会会員・審査員

審査員特別出品題名
「李白詩」

小野　江華
茨城県美術展覧会会員・審査員

審査員特別出品題名
「十月（李賀詩）」

書
の部

小林　　浩
茨城県美術展覧会委員・審査員

審査員特別出品題名
「青瓷大鉢」

小林　政美
茨城県美術展覧会委員・審査員

審査員特別出品題名
「氷  壁」

工   芸
の部
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　１階
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・児童画
　コンクール
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茨城県・社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会

茨城県議会・茨城県教育委員会・

公益財団法人 いばらき文化振興財団・公益財団法人 茨城県老人クラブ連合会

主　　　催

後　　　援

会場案内図

問合わせ先

〒 310-8586 水戸市千波町 1918　セキショウ・ウェルビーイング福祉会館 ３階
※セキショウ・ウェルビーイング福祉会館は茨城県総合福祉会館の通称です。

TEL 029-243-8989　FAX 029-244-4652
https://www.ibaraki-welfare.or.jp

茨城わくわくセンター
社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会

いばらきねんりん文化祭 第27回茨城県健康福祉祭

シニア世代の美術展

わく
　わく
美術展


